
協議事項４

授業時数の確保について

授業時数の確保について、協議事項として以下のとおり提案する。
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 小学校 授業時数確保の考え方（基本モデル） 

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

4 月 8 日～5 月 31 日までの休業 

及び６月分散登校による損失時数 
１６７ １９１ ２１２ ２１９ ２１９ ２１９ 

 

取り組み項目 

①長期休業中（夏休み・冬休み）の授業の実施 

夏休み 11 日間（7/22、8/18～31）

を授業日に設定 
５５ ５７ ６０ ６３ ６３ ６３ 

冬休み１日間（1/６）を授業日設定 ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

小計① ６０ ６２ ６６ ６９ ６９ ６９ 

②時間割編成の工夫  

短時間授業（15 分や 30 分）を設定 

（年間の回数・１回 15 分として）※１ 

４２ 

(128回) 

６４ 

(192回） 

６４ 

(192回） 

６４ 

(192回） 

６４ 

(192回） 

７４ 

(224回） 

火曜日の６時間目授業 等 を設定 

（3 年生以上） 
― ― ４４ ４４ ４４ ４４ 

小計② ４２ ６４ １０８ １０８ １０８ １１８ 

③行事の見直しなど 

運動会や音楽会などの縮小による準備時

間の削減 、その他 行事の縮減  等 
３８ ３８ ３８ ４２ ４２ ３２ 

生活上のオリエンテーション等 ２７ ２７ ― ― ― ― 

小計③ ６５ ６５ ３８ ４２ ４２ ３２ 

合   計 １６７ １９１ ２１２ ２１９ ２１９ ２１９ 

 

今年度の予定時数 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

6 月～3 月の予定時数 ９１３ ９６７ １０４６ １０７８ １０７８ １０８４ 

標準授業時数      ※２ 

（昨年度の標準授業時数） 

８５０ 

（８５０） 

９１０ 

（９１０） 

９８０ 

（９４５） 

１０１５ 

（９８０） 

１０１５ 

（９８０） 

１０１５ 

（９８０） 

 

  具体的な実施内容については、上記の基本モデルをもとに各学校園が定めます。 
 

※１ 短時間授業の 15 分と 30 分を合わせて 45 分授業とする場合もあります。 

※２ 標準授業時数とは、文部科学省が定めた時数。今年度より、３年生以上で外国語（活動）の時数

が３５時間増加しています。 
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 中学校 授業時数確保の考え方（基本モデル） 

 中１・２年生 中３年生 

4 月 8 日～5 月 31 日までの休業 

及び６月分散登校による損失時数 
２１２ ２１２ 

 

今年度の予定時数 中１・２年生 中３年生 

6 月～3 月の予定時数 １０７５ １０６７ 

標準授業時数  ※２ １０１５ １０１５ 

 

  具体的な実施内容については、上記の基本モデルをもとに各学校園が定めます。 

 

※１ 短時間授業の 15 分と 30 分を合わせて 45 分授業とし、水曜日以外に 7 時間目を設定する 

場合もあります。 

※２ 標準授業時数とは、文部科学省が定めた時数。 

取り組み項目 

①長期休業中（夏休み・冬休み）の授業の実施 

夏休み 16 日間（7/22～31、8/18～

31）を授業日に設定 
９６ ９６ 

冬休み１日間（1/６）を授業日設定 ６ ６ 

小計① １０２ １０２ 

②時間割編成の工夫 

短時間授業（15 分）を年間 132 回

設定  ※１ 
４０ ４０ 

短時間授業（30 分）を年間 25 回 

設定  ※１ 
１５ １５ 

水曜日の７時間目授業等を設定 ２５ ２５ 

小計② ８０ ８０ 

③行事の見直しなど 

卒業式の後ろ倒し ― ３０ 

トライやる・ウイークの期間短縮、野外活

動・球技大会の縮減 等 
３０ ― 

小計③ ３０ ３０ 

合   計 ２１２ ２１２ 
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